
(57)【要約】

【課題】確実かつ容易にビートノイズを拡散することを

課題とする。

【解決手段】画像信号を複数フィールドに分けて読み出

す撮像素子（１０３）と、撮像素子を水平クロック及び

垂直クロックにより駆動する駆動手段（１０４）とを有

し、駆動手段は、各フィールド毎に水平クロック数又は

垂直クロック数を変更することを特徴とする撮像装置が

提供される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 信 号 を 複 数 フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み 出 す 撮 像 素 子 と 、
　 前 記 撮 像 素 子 を 水 平 ク ロ ッ ク 及 び 垂 直 ク ロ ッ ク に よ り 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 各 フ ィ ー ル ド 毎 に 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク ロ ッ ク 数 を 変 更
す る こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 手 段 は 、 ビ ー ト ノ イ ズ の 周 期 に 応 じ て 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク ロ ッ
ク 数 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 周 波 数 が 異 な る 第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 す る ク ロ ッ
ク 発 生 手 段 を 有 し 、
　 前 記 ビ ー ト ノ イ ズ は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数 の 差 に 応 じ た 周 期 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ク ロ ッ ク 発 生 手 段 は 、 ア ナ ロ グ 系 回 路 に 前 記 第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 を 供 給 し 、 デ ジ タ
ル 系 回 路 に 前 記 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 撮 像 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 画 像 信 号 を 複 数 フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み 出 す 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 を 水 平 ク ロ ッ ク
及 び 垂 直 ク ロ ッ ク に よ り 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を 有 す る 撮 像 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 各 フ ィ ー ル ド 毎 に 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク ロ ッ ク 数 を 変 更 す る ス テ ッ プ を 有
す る こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 撮 像 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 固 体 撮 像 素 子 に お い て 、 固 体 撮 像 素 子 の 駆 動 と 異 な る 周 波 数 の 信 号 の 影 響 に よ り 、 ビ ー
ト ノ イ ズ が 発 生 す る こ と が あ る 。 こ の ビ ー ト ノ イ ズ を 目 立 た な く す る 方 法 と し て 、 例 え ば
、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 固 体 撮 像 素 子 の 読 出 し に お い て 、 各 ラ イ ン ご と に ビ ー ト ノ イ ズ 発
生 源 を ラ ン ダ ム な タ イ ミ ン グ で リ セ ッ ト を 行 い 非 同 期 と す る こ と に よ り 、 最 終 画 像 で の ビ
ー ト ノ イ ズ を 拡 散 す る 方 法 が あ る 。 こ の 方 法 は 、 順 次 読 出 し の 場 合 の 考 え 方 で あ り 、 複 数
フ ィ ー ル ド 構 成 特 有 の 読 出 し 期 間 中 の フ ィ ー ル ド 順 と フ ィ ー ル ド 合 成 後 の フ ィ ー ル ド 順 が
異 な る 点 を 利 用 し た も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ １ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ の よ う に 、 ビ ー ト ノ イ ズ を 非 同 期 に す る 場 合 、 同 期 し た 場 合 に 比 べ 拡 散
さ れ る こ と が 予 想 さ れ る が 、 非 同 期 が 故 に 期 待 し て い る 結 果 が 得 ら れ な い 、 つ ま り 、 タ イ
ミ ン グ に よ り ビ ー ト ノ イ ズ が 拡 散 さ れ な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 確 実 か つ 容 易 に ビ ー ト ノ イ ズ を 拡 散 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 撮 像 装 置 は 、 画 像 信 号 を 複 数 フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み 出 す 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮
像 素 子 を 水 平 ク ロ ッ ク 及 び 垂 直 ク ロ ッ ク に よ り 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を 有 し 、 前 記 駆 動 手 段
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は 、 各 フ ィ ー ル ド 毎 に 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク ロ ッ ク 数 を 変 更 す る こ と を 特 徴
と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 撮 像 装 置 の 制 御 方 法 は 、 画 像 信 号 を 複 数 フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み 出 す 撮
像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 を 水 平 ク ロ ッ ク 及 び 垂 直 ク ロ ッ ク に よ り 駆 動 す る 駆 動 手 段 と を 有
す る 撮 像 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、 各 フ ィ ー ル ド 毎 に 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク
ロ ッ ク 数 を 変 更 す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 確 実 か つ 容 易 に ビ ー ト ノ イ ズ を 拡 散 す る こ と が で き 、 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 撮 像 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 撮 像 装 置 は 、 以 下
の 構 成 を 有 す る 。 101は 、 入 射 し た 光 を 固 体 撮 像 素 子 上 に 結 像 さ せ る 光 学 系 で あ る 。 102は
、 光 学 系 の 露 出 や ズ ー ム 、 フ ォ ー カ ス 等 を 制 御 す る た め の 光 学 系 制 御 部 で あ る 。 103は 、
結 像 さ せ た 光 学 像 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 固 体 撮 像 素 子 で あ る 。 104は 、 固 体 撮 像 素 子 を 駆
動 す る た め の 撮 像 系 制 御 部 で あ る 。 105は 、 固 体 撮 像 素 子 の 出 力 に ク ラ ン プ 、 ゲ イ ン を か
け る 等 の 処 理 を 行 う ア ナ ロ グ 信 号 処 理 部 で あ る 。 106は 、 ア ナ ロ グ 信 号 を デ ジ タ ル 信 号 に
変 換 す る ア ナ ロ グ /デ ジ タ ル (A/D)変 換 部 で あ る 。 107は 、 A/D変 換 し た デ ジ タ ル 信 号 か ら 出
力 画 像 を 生 成 す る デ ジ タ ル 信 号 処 理 部 で あ る 。 108は 、 デ ジ タ ル 信 号 処 理 部 107に て 出 力 画
像 を 生 成 す る 際 に 一 時 的 に 画 像 デ ー タ を 格 納 す る 内 部 記 憶 部 で あ る 。 109は 、 生 成 し た 画
像 デ ー タ を 最 終 的 に 保 存 す る た め の 外 部 記 憶 装 置 と の イ ン タ ー フ ェ ー ス (I/F)部 で あ る 。 1
10は 、 生 成 さ れ た 画 像 を 表 示 す る 電 子 フ ァ イ ン ダ と し て の 画 像 表 示 部 で あ る 。 111は 、 ア
ナ ロ グ 系 や デ ジ タ ル 系 に そ れ ぞ れ 駆 動 ク ロ ッ ク を 供 給 す る た め の ク ロ ッ ク 発 生 回 路 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ア ナ ロ グ 系 は 、 撮 像 素 子 103、 ア ナ ロ グ 信 号 処 理 部 105、 及 び A/D変 換 部 106を 含 み 、 ク ロ
ッ ク 発 生 回 路 111か ら ３ ３ ． ７ ５ Ｍ Ｈ ｚ の ク ロ ッ ク 信 号 を 入 力 す る 。 デ ジ タ ル 系 は 、 デ ジ
タ ル 信 号 処 理 部 107及 び 内 部 記 憶 部 108を 含 み 、 ク ロ ッ ク 発 生 回 路 111か ら ２ ７ Ｍ Ｈ ｚ の ク
ロ ッ ク 信 号 を 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ナ ロ グ 系 と デ ジ タ ル 系 の 駆 動 ク ロ ッ ク が 異 な る こ と に よ り 、 そ の 差 分 の 周 波 数 （ ６ ．
７ ５ Ｍ Ｈ ｚ ） が ア ナ ロ グ 系 に ビ ー ト ノ イ ズ 成 分 と し て 乗 る こ と を 示 し て い る 。 ビ ー ト ノ イ
ズ 成 分 は 素 子 の 配 置 や 信 号 線 の 配 線 上 の 問 題 、 電 源 の 揺 れ な ど に よ り 発 生 し 、 そ の レ ベ ル
は 構 成 に よ り 大 き く 異 な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 、 静 止 画 撮 影 時 の 固 体 撮 像 素 子 (CCD)駆 動 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 で あ る 。 図 は 静 止
画 ３ Field読 み 出 し 駆 動 の 固 体 撮 像 素 子 を 用 い た 説 明 で あ る 。 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ５ も こ れ に
従 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ (a)は 全 体 シ ー ケ ン ス を 説 明 す る 図 で あ り 、 各 駆 動 切 り 替 え タ イ ミ ン グ は 垂 直 同 期
信 号 VDを 基 準 と し て 行 う 。 通 常 は EVF (電 子 ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ )駆 動 201を し て い る 。 静 止
画 撮 影 時 は 、 撮 影 ト リ ガ 信 号 (SW2： 202)を 検 出 し た 次 の 垂 直 同 期 信 号 VDタ イ ミ ン グ か ら 開
始 し 、 露 光 203の あ と 、 Field1(204)、 Field2(205)、 Field3(206)の 順 序 で フ ィ ー ル ド 画 像
信 号 を 読 み 出 す 。 静 止 画 撮 影 完 了 後 は 、 そ の 次 の 垂 直 同 期 信 号 VDタ イ ミ ン グ か ら ま た EVF
駆 動 201に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ (b)は Field1読 出 し タ イ ミ ン グ 204を よ り 詳 細 に 説 明 し た 図 で あ る 。 フ ィ ー ル ド （ Fi
eld） 内 に は そ れ ぞ れ 複 数 ラ イ ン （ Line） 存 在 す る 。 図 の よ う に Field1に お い て は Line1(2
041),Line4(2042),Line7(2043),Line10(2044)・ ・ ・ と 水 平 同 期 信 号 HDに 同 期 し て ２ ラ イ
ン 飛 ば し で 読 み 出 す 。 尚 、 図 示 し て い な い が Field2及 び Field3も 同 様 に ２ ラ イ ン 飛 ば し で
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、 Field2は Line2,Line5,Line8,Line11・ ・ ・ 、 Field3は Line3,Line6,Line9,Line12・ ・ ・
と 読 み 出 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 撮 影 画 像 の 各 状 態 に お け る フ ィ ー ル ド の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ (a)は 固
体 撮 像 素 子 103上 で の 配 列 で あ り 、 各 ラ イ ン ご と に Field1,2,3を 繰 り 返 し て い る 。 図 ３ (b)
は 固 体 撮 像 素 子 103か ら 読 み 出 し し て い る 状 態 で あ り 、 図 ２ の フ ィ ー ル ド 204～ 206で 示 し
た フ ィ ー ル ド の 順 序 と 同 じ で あ る 。 図 ３ (c)は 図 １ の 108で 示 し た A/D変 換 さ れ た 後 に 一 時
記 憶 す る 内 部 記 憶 部 上 で の 画 像 デ ー タ (CRW)の 配 列 で あ り 、 図 ３ (a)と 上 下 が 逆 に な る も の
の 、 同 じ 順 序 で 格 納 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ビ ー ト ノ イ ズ が 乗 る 場 合 、 主 に 図 ３ (b)の 状 態 、 つ ま り 固 体 撮 像 素 子 103か ら の 読 み 出 し
時 に 乗 る 場 合 が 多 い 。 そ の た め 、 図 ３ (c)で 示 し た CRW画 像 で は フ ィ ー ル ド の 並 べ 替 え と と
も に ビ ー ト ノ イ ズ 成 分 も 並 び が 変 わ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 実 際 に ビ ー ト ノ イ ズ の 変 化 を 説 明 す る 。
　 図 ４ (a)は 図 ３ (b)の 状 態 を さ ら に 細 か く 、 つ ま り １ つ の 四 角 が １ 画 素 を 示 し て い る 。 実
際 の ビ ー ト ノ イ ズ 成 分 は 下 方 の 波 線 で 示 し た よ う に な だ ら か に 変 化 す る 波 形 で あ る が 、 簡
単 の た め に ビ ー ト ノ イ ズ の 最 も 沈 む 部 分 の み 黒 四 角 で 示 す 。 こ れ に よ る と ５ 画 素 周 期 の ビ
ー ト ノ イ ズ が 乗 っ て い る こ と が わ か る 。 図 ４ (b1)は １ ラ イ ン が ５ の 倍 数 画 素 (H=5*n)か つ
１ フ ィ ー ル ド が ５ の 倍 数 ラ イ ン (V=5*n)と し た 場 合 の 固 体 撮 像 素 子 103か ら の 読 み 出 し 時 の
ビ ー ト ノ イ ズ の 乗 り 方 を 示 す 図 で あ る 。 ビ ー ト ノ イ ズ が ５ 画 素 周 期 で あ る た め 、 黒 四 角 が
縦 に 並 ん で い る 。 こ れ を CRW画 像 の 状 態 に 並 び 替 え た の が 図 ４ (b2)で あ る が 、 こ れ も 同 様
に 黒 四 角 が 縦 に 並 ぶ 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 １ ラ イ ン の 画 素 数 を ５ の 倍 数 画 素 か ら １ 増 や し た 場 合 を 考 え る (H=5*n+1,V=5*n)
。 図 ５ (c1)で は 図 ４ (b1)よ り も 水 平 方 向 に １ 画 素 増 え た た め 、 ２ 番 目 の ラ イ ン で は ビ ー ト
ノ イ ズ が １ 画 素 ず つ 前 に ず れ て く る 。 こ れ を CRW画 像 の 順 序 に 並 び 替 え る と 図 ５ (c2)に 示
す よ う に ビ ー ト ノ イ ズ は 縦 線 に 近 い 斜 め 線 と な っ て 現 れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 各 フ ィ ー ル ド に １ ラ イ ン 追 加 し た 場 合 を 考 え る (H=5*n+1,V=5*n+1)。 図 ５ (d1)
に 示 す よ う に 固 体 撮 像 素 子 103か ら の 読 み 出 し と し て は 図 ５ (c1)と 同 じ よ う な 斜 め 線 と な
る が 、 CRW画 像 の 並 び に す る と 図 ５ (d2)の よ う に 図 ５ (c2)よ り や や 崩 れ た 斜 め 線 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 各 フ ィ ー ル ド に も う １ ラ イ ン 追 加 し た 場 合 を 考 え る (H5*n+1,V=5*n+2)。 図 ５ (e
1)に 示 す よ う に 固 体 撮 像 素 子 103か ら の 読 み 出 し と し て は 図 ５ (c1)及 び 図 ５ (d1)と 同 じ よ
う な 斜 め 線 と な る が 、 CRW画 像 の 並 び に す る と 図 ５ (e2)の よ う に ビ ー ト ノ イ ズ が か な り 拡
散 さ れ た こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 よ り 、 本 実 施 形 態 の よ う な ３ フ ィ ー ル ド 読 出 し 方 式 の 固 体 撮 像 素 子 103で 、 ５ 画 素
周 期 の ビ ー ト ノ イ ズ が 乗 る 場 合 は 、 図 ５ (e1)及 び (e2)で 示 し た 垂 直 、 水 平 画 素 数 で 固 体 撮
像 素 子 103を 駆 動 す る こ と が 最 適 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 最 適 な ビ ー ト ノ イ ズ の 拡 散 を 考 え る 場 合 、 以 下 の ２ 点 を 考 慮 す る 必 要 が あ
る 。
　 （ １ ） 縦 線 、 横 線 、 斜 め 線 に 見 え 易 い パ タ ー ン は 避 け る 。
　 （ ２ ） 近 隣 の ビ ー ト ノ イ ズ と 距 離 を と る 。 隣 接 し た 場 合 で も な る べ く 少 数 画 素 の 隣 接 に
留 め る 。
　 こ れ に よ り 、 ビ ー ト ノ イ ズ を ２ 次 元 的 に 拡 散 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 ３ フ ィ ー ル ド 読 出 し 方 式 の 固 体 撮 像 素 子 で 、 ５ 画 素 周 期 の ビ ー ト ノ イ ズ が 乗 る 場
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合 の 説 明 を し て き た が 、 特 に フ ィ ー ル ド 数 や ビ ー ト ノ イ ズ の 画 素 周 期 は こ れ に 限 ら な い 。
ま た 、 そ れ ら の 条 件 が 本 実 施 形 態 と 異 な る 場 合 に は 、 本 実 施 形 態 の 図 ５ (e1)及 び (e2)の よ
う な 垂 直 及 び 水 平 の 画 素 数 が 最 適 と は 限 ら な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ビ ー ト と 画 素 ク ロ ッ ク が 同 期 し て い る の が 前 提 で あ る が 、 非 同
期 の 場 合 で も と り う る 周 期 を 考 慮 し て 設 計 す れ ば 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  本 実 施 形 態 は 、 複 数 フ ィ ー ル ド が 存 在 す る イ ン タ レ ー ス 読 出 し 方 式 の 固 体 撮 像 素 子 を 用
い る 撮 像 装 置 で あ る 。 本 実 施 形 態 は 、 固 体 撮 像 素 子 か ら の 出 力 信 号 に 乗 る 固 体 撮 像 素 子 の
駆 動 周 波 数 と 異 な る 周 波 数 の ビ ー ト ノ イ ズ を 、 フ ィ ー ル ド を 合 成 し た 後 の 状 態 で 拡 散 さ れ
る よ う に 、 固 体 撮 像 素 子 の 駆 動 信 号 の 垂 直 及 び 水 平 画 素 数 を 設 定 し て 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 固 体 撮 像 素 子 103は 、 画 像 信 号 を 複 数 フ ィ ー ル ド に 分 け て 読 み 出 す 。 撮 像 系 制 御 部 （ 駆
動 手 段 ） 104は 、 固 体 撮 像 素 子 103を 水 平 ク ロ ッ ク 及 び 垂 直 ク ロ ッ ク に よ り 駆 動 す る 。 そ の
際 、 撮 像 系 制 御 部 104は 、 各 フ ィ ー ル ド 毎 に 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記 垂 直 ク ロ ッ ク 数
を 変 更 す る こ と に よ り 、 水 平 画 素 数 及 び 垂 直 画 素 数 を 変 更 す る こ と が で き る 。 ク ロ ッ ク 発
生 回 路 111は 、 周 波 数 が 異 な る 第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 を 生 成 し 、 ア
ナ ロ グ 系 回 路 に 第 １ の ク ロ ッ ク 信 号 を 供 給 し 、 デ ジ タ ル 系 回 路 に 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 を 供
給 す る 。 撮 像 系 制 御 部 104は 、 ビ ー ト ノ イ ズ の 周 期 に 応 じ て 前 記 水 平 ク ロ ッ ク 数 又 は 前 記
垂 直 ク ロ ッ ク 数 を 変 更 す る 。 ビ ー ト ノ イ ズ は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ク ロ ッ ク 信 号 の 周 波 数
の 差 に 応 じ た 周 期 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 複 数 フ ィ ー ル ド 読 出 し の 固 体 撮 像 素 子 の 駆 動 に お い て 、 駆 動 信 号 の 垂 直 及 び 水 平 画 素 数
を 変 更 す る こ と に よ り 、 ビ ー ト ノ イ ズ を 拡 散 す る こ と が 可 能 と な り 、 非 同 期 シ ス テ ム に 比
較 し て 確 実 、 か つ 容 易 に ビ ー ト ノ イ ズ を 拡 散 す る こ と が 可 能 と な る 。 高 Ｉ Ｓ Ｏ 時 で あ っ て
も 、 ビ ー ト ノ イ ズ が 認 識 し に く く な り 、 画 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 は 、 何 れ も 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て の 具 体 化 の 例 を 示 し た も の
に 過 ぎ ず 、 こ れ ら に よ っ て 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ て は な ら な い も の で あ
る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は そ の 技 術 思 想 、 又 は そ の 主 要 な 特 徴 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 様 々
な 形 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 撮 像 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 静 止 画 撮 影 時 の 固 体 撮 像 素 子 駆 動 シ ー ケ ン ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 固 体 撮 像 素 子 読 出 し と CRW画 像 の フ ィ ー ル ド の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ビ ー ト ノ イ ズ と CRW画 像 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ビ ー ト ノ イ ズ と CRW画 像 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
101  光 学 系
102  光 学 系 制 御 部
103  固 体 撮 像 素 子
104  撮 像 系 制 御 部
105  ア ナ ロ グ 信 号 処 理 部
106  A/D変 換 部
107  デ ジ タ ル 信 号 処 理 部
108  内 部 記 憶 部
109  I/F部
110  画 像 表 示 部
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111  ク ロ ッ ク 発 生 回 路
201  固 体 撮 像 素 子 の EVF駆 動 期 間
202  静 止 画 撮 影 ト リ ガ (SW2)
203  固 体 撮 像 素 子 の 露 光 期 間
204  固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Field1読 出 し 期 間
205  固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Field2読 出 し 期 間
206  固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Field3読 出 し 期 間
2041　 固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Line1読 出 し 期 間
2042　 固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Line4読 出 し 期 間
2043　 固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Line7読 出 し 期 間
2044　 固 体 撮 像 素 子 の 静 止 画 Line10読 出 し 期 間
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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